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令
和

元
年
度
版

創
刊

第
十
九
号

天
皇
陛
下
の
即
位
と
と
も
に
あ
っ
た
、
長
い
十
連
休
が
明
け
て
迎
え
た
、
令
和
初
の
定
期

考
査
。
そ
の
取
り
組
み
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
学
年
も
進
み
、
文
系
・
理
系
に
分
か

れ
て
の
考
査
と
な
り
、
一
学
年
で
の
考
査
と
は
違
っ
た
感
覚
で
取
り
組
ん
だ
と
は
思
い
ま
す
。

何
故
そ
う
言
い
切
れ
る
か
。
後
述
し
ま
す
が
、
中
間
考
査
前
に
行
っ
た
生
活
実
態
調
査
で
は
、

昨
年
度
三
月
に
行
っ
た
も
の
と
は
、
皆
さ
ん
の
意
識
が
明
ら
か
に
変
わ
っ
た
結
果
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

心
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る

今
ま
で
も
何
度
か
聞
い
た
だ
ろ
う
し
、
取
り
組
ん
だ
人
・
取
り
組
み
続
け
て
い
る
人
も
い

る
で
し
ょ
う
。
で
は
、
そ
の
変
わ
っ
た
行
動
か
ら
結
果
を
引
き
出
す
に
は
何
が
必
要
か
？

変
わ
っ
た
行
動
を
持
続
せ
よ

皆
さ
ん
は
、
結
果
を
急
ぐ
傾
向
が
強
い
で
す
。
や
っ
た
こ
と
は
必
ず
、
結
果
が
す
ぐ
に
つ

い
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ど
う
か
、
今
、
自
分
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
気
持
ち

を
、
行
動
を
大
切
に
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。

中
間
考
査
に
向
け
て
始
め
た
こ
と
は
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
を
生
み
出
す
に
は

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
、
か
つ
、
即
効
性
を
持
っ
て
、
こ
の
考
査
で
目
に
見
え
る
結

果
ま
で
辿
り
着
く
の
は
至
難
の
業
だ
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
今
回
の
考
査
を
き
っ
か
け
に
変
身
し
た
各
々
の
姿
、
各
々
の
行
動
は
、
切
り
捨
て

て
良
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

何
の
た
め
の

何
に
向
か
っ
て
い
く
た
め
の
努
力
か

数
字
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。
そ
れ
に
こ
だ
わ
っ
て
こ
そ
の
、
自
分
の
進
路
計
画
が
具
体

化
さ
れ
て
、
自
分
の
行
動
の
勇
気
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
一
つ
に

こ
だ
わ
っ
て
、
追
求
し
て
、
自
分
探
究
を
や
り
遂
げ
た
と
き
に
、
「
二
年
生
の
あ
の
時
が
、

き
っ
か
け
や
っ
た
な
」
と
思
え
る
よ
う
に
、
日
々
の
小
さ
な
積
み
重
ね
を
、
大
切
に
し
て
い

こ
う
。

今
年
は
、
学
年
集
会
で
、
で
き
る
限
り
校
歌
を
唄
お
う
。
そ
の
唄
声
か
ら
発
信
さ
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
、
皆
さ
ん
の
相
高
へ
の
想
い
、
信
頼
を
表
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

去る 5月 18，19日に沖縄で行われた日本土壌動物学会に、自然科学コース(5組)の脇村涼太郎君が参加して、最優秀ポス
ター賞を受賞しました。企画、準備等、考査前にも係わらず大変だったと思います。ただ、その困難を負ってでも、自分の

学びたいことのために挑戦しました。何か一つにこだわることができるということは、大きな武器です。

県総体を戦った、あるいは、控えている運動部、野球部、文化部の人たちへ。若い力を爆発させて、時間を工夫した生活

を心掛けて、3年生からしっかりと、相高各部への想いを引き継ぐ、貴重な時間を過ごしてほしい。
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西播を勝ち抜いた人へ 頑張れ県大会
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８００ｍ (2組男子)
７種競技 (1組女子)

ソフトテニス部
男子 個人 (4組男子)

団体 (4組男子) (4組男子)
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(5組女子)
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個人 (1組男子) (3組男子)
女子 団体 (1組女子) (4組女子)

個人 (1組女子)
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質問 1学年3月 2学年5月 備考

1 学校は楽しいですか
あまり楽しくない17名
楽しくない2名
計19名/195名

あまり楽しくない16名
楽しくない1名
計17名/198名

ＯＫ

2 楽しい理由が 勉強3名 部活動25名 勉強8名 部活動31名 期待

3 勉強と部活動との両立
出来ている17名
ほぼ出来ている70名

出来ている20名
ほぼ出来ている77名

応援

10 平均睡眠時間
6時間未満84名
5時間未満18名

6時間未満92名
5時間未満25名

??

15 スマホの使い方(帰宅後)
1時間未満139名
2時間以上19名

1時間未満155名
2時間以上10名

期待

16 家庭での平均学習時間
1時間未満72名
2時間以上44名

1時間未満54名
2時間以上64名

学習方法の提供

27 進路希望
難関国公立大学7名
国公立大学124名
難関私立大学5名

難関国公立大学9名
国公立大学124名
難関私立大学7名

集団の変化も影響
モチベーションの継続

六
月

三
日(

月)

公
開
授
業
週
間
・
教
育
実
習
開
始

五
日(

水)

選
挙
出
前
授
業

六
日(

木)

内
科
検
診(

午
後)

八
日(

土)

土
曜
講
座

午
後
相
高
祭
準
備(

予
定)

十
二
日(

水)

除
草
作
業(

六
限

体
操
服
準
備)

十
四
日(

金)

内
科
検
診(

午
後)

十
五
日(

土)

土
曜
講
座

午
後
相
高
祭
準
備(

予
定)

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
検
定(

希
望
者)

十
九
日(

水)

全
員
清
掃

二
十
日(

木)

リ
ハ
ー
サ
ル(

放
課
後)

二
十
一
日(

金)

リ
ハ
ー
サ
ル(

午
前)

相
高
祭(

午
後)

教
育
実
習
終
了

二
十
二
日(

土)

相
高
祭

二
十
四
日(

月)

相
高
祭
代
休

二
十
六
日(

水)

～

期
末
考
査
一
週
間
前

七
月

三
日(

水)

～
九
日(

火)

期
末
考
査

九
日(

火)

職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

十
日(

水)

球
技
大
会(

四
十
二
回
生
生
徒
会
主
体)

十
一
日(

木)

～

午
前
中
授
業(

１
・
２
・
３
・
４
限)

十
二
日(

金)

挨
拶
運
動

十
三
日(

土)

ベ
ネ
ッ
セ
記
述
模
試

十
五
日(

月)

海
の
日

十
七
日(

水)

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ア
セ
ス
メ
ン
ト(

３
・
４
限)

十
九
日(

金)

終
業
式
・
大
掃
除

十
九
日(

金)

～
三
十
日(

火)

保
護
者
懇
談
会(

除
く
土
日)

二
十
二
日(

月)

～
二
十
九
日(

月)

夏
休
み
前
期
補
習(

全
員)

次
年
度
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い

３
年
中
期
補
習

(

主
に
、
難
関
校
受
験
希
望
者)

今
年
度
は
、
七
月
三
十
日(

火)

～
八
月
二
日(

金)

ま
で

八
月

十
九
日(

月)

～
二
十
七
日(

火)

後
期
補
習(

希
望)

二
十
八
日(

水)

全
統
記
述
模
試(

希
望
者)

九
月

二
日(

月)

二
学
期
始
業
式
・
大
掃
除
・

校
内
実
力
考
査

三
日(

火)

校
内
実
力
考
査

十
四
日(

土)

土
曜
講
座

十
八
日(

水)

体
育
大
会
予
行

二
十
日(

金)

体
育
大
会

二
十
一
日(

土)

土
曜
講
座

変
更
も
あ
り
得
ま
す
が
、
こ
の
予
定
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。

最
近
、
職
員
室
で
耳
に
し
た
こ
と
で
す
。
上
級
生
で
、
有
名
予
備
校
に
入
塾
し
て

い
る
生
徒
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
こ
と
自
体
は
、
本
人
・
ご
家
庭
の
強
い
意
志
が

あ
れ
ば
悪
い
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
塾
は

利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も

支
配
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

こ
の
こ
と
は
、
肝
に
銘
じ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

よ
く
聞
く
の
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
で
ど
ん
ど
ん
ビ
デ
オ
講
習
を
進
め
て
い
る
ケ
ー
ス

で
す
。
ス
ピ
ー
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ら
ぬ
、
流
れ
る
映
像
の
中
で
溺
れ
て
い
る
状
況
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
映
像
と
と
も
に
、
時
は
流
れ
、
自
分
の
中
で
は
学
習
が
進
ん
で
い

る
気
が
す
る
の
で
し
ょ
う
が
、
結
局
、
授
業
以
上
に
先
を
い
っ
て
い
る
こ
と
に
酔
い
、

い
ま
学
校
で
や
っ
て
い
る
こ
と
に
は
、
全
く
取
り
組
め
て
い
な
い
、
知
識
と
し
て
も

残
る
も
の
が
な
い
。
残
る
の
は
、
時
間
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
「
根
拠
の

な
い
自
信
」
で
す
。

改
め
て
、

何
が

ど
う

分
か
ら
な
い
の
か

何
を

ど
う

分
か
り
た
い
の
か

そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
け
ば
、
効
果
的
な
塾
の
活
用
法
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
全
然
分
か
ら
な
い
」

こ
の
悪
魔
の
さ
さ
や
き
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
全
然
・
全
く
の
裏
に

隠
さ
れ
て
い
る
生
徒
の
行
動
に
気
付
い
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

Recently , I am worried about the thing

what to recognize to the student 's effort

of 42nd .

I should give priority to the mind whether

"A" or "B" .

"A" is that "When in Rome,as Romans do".

"B" is that "It is a long lane that has no

turnning".

Now, It is the same level in my heart that

"To be or not to be, that is the question".

5 月 9 日(木)の学年懇談会の中でもお話させて
いただいた生活実態調査の中で、保護者の方にも
是非ご覧いただきたい結果を、表にしました。
もちろん、順風満帆になったわけではありませ

んが、各自の心境が、進級・新クラスの雰囲気か
ら何か変化をもたらされ、前向きに行動している
様子がうかがえます。だからと言って、一頁に前
述した通り、すぐに結果に結び付く、そんな簡単
なものではありません。
だからこそ、いま起こっている変化を一過性の

ものにしないよう、また、線香花火の火球に見え
たものが、気付けば聖火(成果)の炎となるよう、
我々も、彼らのやる気を成長させていきます。
「やったのに」は、まだまだ未熟。「こうやれ

ばこんな結果なら、もっとこうしてやろう」とい
う貪欲さ。安定の炎なり、行動の停止では、変化
は起こりません。

【変化】変わったことで、化けること。

積み重ね・振り返り・粘り強さ・しつこさが
42 回生の特徴に上げられるようになるといいで
すね。

『ひたむきに ひたすらに』
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